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日
本
の
気
象
観
測
の
始
ま
り

日
本
の
気
象
に
関
す
る
記
録
は
古
く
、
江
戸
時
代
の
領
主
日
記
に
記
録
さ
れ

た
天
候
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
大
村
市
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
佐
賀
藩
諫
早
領

主
諫
早
家
の
日
記
か
ら
当
時
の
気
候
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。三
上
岳
彦（
二

〇
〇
五
）「
過
去
１
０
０
０
年
間
の
気
候
変
動
と
21
世
紀
の
気
候
予
測
」に
よ
る
と
、

諫
早
家
日
記
「
日
新
記
」（
一
六
七
六
～
一
八
六
八
年
）の
一
月
の（
降
雪
日
数
／

降
水
日
数
）の
値
か
ら
平
均
気
温
を
推
定
し
て
い
る
。

科
学
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
出
島
で
一
八
〇
〇
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ら

に
よ
る
気
象
観
測
記
録
が
あ
る
。
ブ
ロ
ン
ホ
ッ
フ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
に
よ
り
一
八
一

九
～
一
八
二
八
年
、一
八
四
五
～
一
八
五
八
年
、一
八
七
一
～
一
八
七
八
年
に
観
測

さ
れ
、そ
れ
よ
り
得
ら
れ
た
気
温
変
動
と
諫
早
家
日
記
の
気
温
変
動
と
は
比
較
的

対
応
し
て
い
る
。図
２
―
１
は
諫
早
家
の
日
記
か
ら
推
定
さ
れ
た
気
温
変
動
で
あ
る
。

　
　
長
崎
の
気
象
観
測
の
始
ま
り

日
本
の
本
格
的
な
気
象
観
測
は
、
函
館
測
候
所
で
明
治
五
年（
一
八
七
二
）に

一二
気
象

第
二
章

図２‐１　日記天候記録の降雪率から推定した長崎の１月平均気温長期変動。
1900年以降は気象観測による。1820、1930年頃は寒冷であ
ることが分かる。黒い太線は11年ごとの移動平均で表している。

　　　　　（三上（2005）より）

第
一
節
　
気
象
観
測
の
始
ま
り
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開
始
さ
れ
、
東
京
気
象
台
明
治
八
年（
一
八
七
五
）、
長
崎
測
候
所
明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）と
続
く
。

大
村
市
周
辺
で
は
次
の
観
測
所
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

川
棚
観
測
所（
川
棚
町
役
場
）	

一
九
一
三
年	

（
大
正
二
年
）一
月
～

　

川
棚
中
学
校	

一
九
五
三
年	

（
昭
和
二
十
八
年
）～

　

大
村
観
測
所	

一
九
二
一
年	

（
大
正
十
年
）～

　

萱
瀬
観
測
所（
萱
瀬
小
学
校
）	

一
九
四
〇
年	

（
昭
和
十
五
年
）六
月
～

　

長
崎
海
洋
気
象
台
大
村
雨
量
観
測
所	

一
九
五
六
年	

（
昭
和
三
十
一
年
）一
月
一
日
～

　

長
崎
海
洋
気
象
台
大
村
空
港
気
象
通
報
所	

一
九
五
五
年	

（
昭
和
三
十
年
）十
二
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
空
港
内
に
移
設	

一
九
五
九
年	

（
昭
和
三
十
四
年
）三
月
七
日

　
　
日
本
の
気
候
区
分

気
候
区
分
は
年
間
の
気
温
や
降
水
量
、
日
照
に
よ
り
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
者
に
よ
り
分
け
方
が
違
っ
て
い
る
。
図
２
―
２
は
和
達
（
一
九

七
四
）に
よ
る
日
本
の
気
候
区
分
で
、
長
崎
県
は
九
州
型
気
候
区
に
入
る
。
こ
れ
は
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
の
東
シ
ナ
海
側
に

位
置
し
、
夏
は
太
平
洋
型
の
気
候
を
示
す
が
冬
は
日
本
海
的
な
気
候
が
入
る
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
九
州
の
気
候
区
分（
長
崎
県
の
気
候
と
大
村
の
気
候
）

図
２
―
３
は
福
岡
管
区
気
象
台
の
資
料
、以
下
の
説
明
は
大
場
和
彦
ほ
か
（
二
〇
〇
四
）「
九
州
・
沖
縄
地
域
に
お
け
る
気
象
災
害
に
関
す
る
農

業
気
象
学
的
研
究
」に
よ
る
。

一二
第
二
節
　
気
候
区
分
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■
１
．
日
本
海
型
気
候
区

年
平
均
気
温
が
一
五
～
一
六
度
で
、
年
降
水
量
は
一
六
〇
〇
㍉
㍍

前
後
で
あ
る
。
一
月
の
平
均
気
温
は
六
度
以
下
で
、
冬
季
は
季
節
風
に

よ
り
湿
潤
少
照
な
気
候
を
示
し
、
福
岡
、
佐
賀
県
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸

地
域
と
大
分
県
北
部
周
防
灘
沿
岸
地
域
が
含
ま
れ
る
。

■
２
．
西
海
型
気
候
区

年
平
均
気
温
が
一
六
～
一
七
度
、
年
降
水
量
が
二
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超

え
る
と
こ
ろ
が
多
い
。一
月
の
平
均
気
温
は
六
度
以
下
で
冬
季
は
暖
か
く
、

夏
は
比
較
的
涼
し
い
海
洋
性
気
候
を
示
し
、長
崎
県
全
域
、熊
本
県
天
草
、

鹿
児
島
県
西
部
地
域
が
含
ま
れ
る
。大
村
市
は
西
海
型
に
含
ま
れ
る
。

■
３
．
内
陸
型
気
候
区

年
平
均
気
温
が
一
五
～
一
六
度
で
、
年
降
水
量
一
八
〇
〇
㍉
㍍
前

後
で
、
気
温
の
日
較
差
、
年
較
差
が
最
も
大
き
く
、
風
も
比
較
的
弱
い

地
域
で
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
の
有
明
海
側
に
面
し
た
平
野
部

が
含
ま
れ
る
。

■
４
．
瀬
戸
内
海
型
気
候
区

年
平
均
気
温
は
一
五
～
一
六
度
、
年
降
水
量
は
一
四
〇
〇
～
一
六

〇
〇
㍉
㍍
の
範
囲
で
あ
る
。
一
月
の
平
均
気
温
は
五
～
六
度
で
、
冬
季

は
乾
燥
多
照
な
気
候
を
示
し
、
大
分
県
東
部
伊
予
灘
と
豊
後
水
道
沿

岸
地
域
が
含
ま
れ
る
。

図２‐３　九州の気候区分（福岡管区気象台1964） 図２‐２　日本の気候区分（和達清夫『新版 気象の事典』より）
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■
５
．
南
海
型
気
候
区

年
平
均
気
温
が
一
七
度
、
年
降
水
量
二
四
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
㍉
㍍
、
一
月
の
平
均
気
温
が
七
～
八
度
で
温
暖
多
雨
な
気
候
を
示
し
、
宮
崎
、

鹿
児
島
県
の
東
側
半
分
を
含
む
地
域
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
気
候
区
の
特
徴
は
、
冬
季
の
可
照
率
が
他
の
地
域
に
比
べ
て
、
〇
・
五
五
～
〇
・
六

〇
と
高
く
、
冬
季
の
日
射
量
を
利
用
し
た
施
設
園
芸
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

■
６
．
山
地
型
気
候
区

年
平
均
気
温
が
一
五
度
以
上
、
年
降
水
量
二
〇
〇
〇
㍉
㍍
以
上
、
一
月
の
平
均
気
温
が
五
度
以
下
の
冷
涼
な
気
候
を
示
し
、
九
州
中
央
部

の
山
地
の
ほ
か
に
、
脊
振
山
地
、
長
崎
県
東
部
山
地
地
域
（
山
岳
冷
涼
地
帯
）で
、
高
原
野
菜
栽
培
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
狭
小
な
範
囲
だ
が

多
良
岳
の
標
高
五
〇
〇
㍍
以
上
の
地
域
は
山
地
型
気
候
区
に
入
る
。

　
　
大
村
の
降
水
量

図
２
―
４
は
日
本
の
年
間
降
水
量
の
分
布
を
示
す
。
こ
の
図
は
気
象
庁
が
公
開
し
て

い
る
メ
ッ
シ
ュ
気
候
値
二
〇
〇
〇
を
使
っ
て
表
し
て
い
る
。
以
下
に
示
す
図（
図
２
―
４
か

ら
図
２
―
22
）は
す
べ
て
こ
の
メッ
シ
ュ
気
候
値
二
〇
〇
〇
を
使
っ
て
作
図
し
た
も
の
で
あ
る

（
気
象
庁
提
供
）。

鹿
児
島
県
屋
久
島
か
ら
四
国
、
紀
伊
半
島
、
伊
豆
に
至
る
帯
状
の
地
域
は
、
夏

場
に
降
水
量
が
多
く
三
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超
す
。
こ
れ
に
対
し
て
琵
琶
湖
付
近
か
ら

新
潟
、
秋
田
に
至
る
帯
状
の
地
域
は
冬
場
の
積
雪
の
多
い
地
域
で
、
こ
れ
も
降
水
量

換
算
で
三
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超
す
。
長
崎
県
は
日
本
全
体
か
ら
見
る
と
、
二
〇
〇
〇

～
三
〇
〇
〇
㍉
㍍
の
ほ
ど
よ
い
総
雨
量
の
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
で

最
も
雨
の
少
な
い
地
域
は
北
海
道
東
部
で
約
六
〇
〇
㍉
㍍
で
あ
る

三

図２‐４　日本全国の年間降水量
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図
２
―
５
は
九
州
付
近
の
年
間
総
雨
量
で
あ
る
。九
州
山
地
に
南
風
が
吹
き
つ
け
る
南

東
斜
面
で
三
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超
す
雨
域
が
あ
る
が
、
西
九
州
は
そ
の
風
下
に
当
た
り
全

般
に
少
な
い
。
長
崎
県
で
は
多
良
岳
で
年

間
総
雨
量
で
二
八
〇
〇
㍉
㍍
を
超
え
、本
県

中
で
最
も
多
い
雨
量
に
な
っ
て
い
る
。

図
２
―
６
は
大
村
市
を
中
心
と
し
た
長
崎

県
中
南
部
の
年
間
降
水
量
の
分
布
図
で
あ
る
。

大
村
市
は
琴
ノ
尾
岳
、西
彼
杵
半
島
、多
良

岳
に
囲
ま
れ
た
大
村
湾
を
含
む
盆
地
状
の

地
形
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、水
分
は
周

辺
の
山
地
で
降
雨
と
な
り
、や
や
少
な
い
雨

量
で
あ
る
。し
か
し
多
良
岳
は
雲
仙
よ
り
も
標
高
が
低
い
割
に
雨
量
が
多
い
。長
崎
県
は
佐
世
保
市
烏

帽
子
岳
、多
良
岳
、雲
仙
岳
が
北
西
―
南
東
方
向
に
屏
風
の
よ
う
に
並
ん
で
お
り
、こ
れ
ら
の
山
に
南
西

の
湿
っ
た
気
流
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
、雨
量
が
多
く
な
る
。南
東
寄
り
の
風

で
は
九
州
山
地
東
部
で
降
雨
と
な
る
た
め
長
崎
県
で
は
少
雨
と
な
る
。

図
２
―
７
は
大
村
市
を
中
心
と
し
た
年
間
降
水
量
の
図
で
あ
る
。
大

村
湾
沿
岸
部
で
一
八
〇
〇
㍉
㍍
程
度
、
多
良
岳
山
頂
部
で
二
八
〇
〇

㍉
㍍
あ
り
、
沿
岸
部
と
山
頂
部
と
は
約
一
〇
〇
〇
㍉
㍍
の
開
き
が
あ

る
。
多
良
岳
の
標
高
は
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
㍍
な
の
で
、一
〇
〇
㍍
標
高

が
上
が
る
ご
と
に
一
〇
〇
㍉
㍍
ず
つ
雨
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

図２‐５　九州付近の年間降水量

図２‐６　長崎県中南部の年間降水量

図２‐７　大村市周辺の年間降水量
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大
村
の
年
平
均
気
温

図
２
―
８
は
日
本
の
年
平
均
気
温
の
分
布
で
あ
る
。
気
温
は
高
度
が
上
が
る
に
つ
れ

低
く
な
り
、
ま
た
緯
度
が
高
く
な
る

ほ
ど
低
く
な
る
。
こ
の
図
か
ら
北
海

道
中
部
の
十
勝
岳
付
近
で
マ
イ
ナ
ス

四
度
、
沖
縄
県
の
波
照
間
島
で
二
四

度
を
超
え
る
。
こ
の
二
地
点
の
平
均

気
温
は
約
二
八
度
の
差
が
あ
る
。

図
２
―
９
は
長
崎
県
中
南
部
の
年
平

均
気
温
の
分
布
で
あ
る
。
気
温
は
山

岳
部
で
低
く
、
平
野
部
で
高
い
様
子

が
分
か
る
。
長
崎
県
で
最
も
平
均
気

温
の
低
い
場
所
は
雲
仙
岳
の
山
頂
付

近
で
、
約
一
〇
度
、
最
も
高
い
所
は
長
崎
県
南
部
沿
岸
部
で

一
七
度
程
度
で
あ
る
。

図
２
―
10
は
大
村
市
周
辺
の
年
平
均
気
温
の
分
布
で
あ
る
。

大
村
市
は
市
役
所
周
辺
が
最
も
気
温
が
高
く
約
一
七
度
、

経
ヶ
岳
で
約
一
〇
度
で
、
約
七
度
の
較
差
が
あ
る
。

四

図２‐８　日本の年平均気温の分布

図２‐10　大村市周辺の年平均気
温　 大 村 市 役 所17 ℃、
経ヶ岳10℃

図２‐９　長崎県中南部を中心とした地域の年平均気温の分布
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大
村
市
の
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
平
均
気
温

五

図２‐11　１月の平均気温　大村市平野部５℃、多良岳山頂付近－１℃

図２‐12　２月平均気温　大村市平野部６℃、多良岳山頂付近０℃

図２‐13　３月平均気温　大村市平野部９℃、多良岳山頂付近４℃
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図２‐14　４月平均気温　大村市平野部16℃、多良岳山頂付近９℃

図２‐15　５月平均気温　大村市平野部19℃、多良岳山頂付近13℃

図２‐16　６月平均気温　大村市平野部22℃、多良岳山頂付近17℃



105自然編 第二章 気象

図２‐17　７月平均気温　大村市平野部26℃、多良岳山頂付近21℃

図２‐18　８月平均気温　大村市平野部27℃、多良岳山頂付近21℃

図２‐19　９月平均気温　大村市平野部23℃、多良岳山頂付近17℃
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図２‐20　10月平均気温　大村市平野部18℃、多良岳山頂付近12℃

図２‐21　11月平均気温　大村市平野部12℃、多良岳山頂付近７℃

図２‐22　12月平均気温　大村市平野部７℃、多良岳山頂付近２℃
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過
去
二
〇
〇
〇
年
の
日
本
の
気
象
災
害

図
２
―
23
は
屋
久
島
の
杉
の
年
輪
に
記
録
さ
れ
た
酸
素
同
位
体
比
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
気
温
変
化
の
推
移
で
あ
る
。
一
〇
〇
～
七
〇

〇
年
頃
と
、一
四
〇
〇
～
一
八
〇
〇
年
に
か
け
て
寒
冷
で
、
平
安
時
代
の
八
〇
〇
年
頃
か
ら
室
町
時
代
の
一
四
〇
〇
年
頃
ま
で
は
温
暖
で
あ
っ

た
。
一
般
に
温
暖
な
時
期
で
は
気
象
災
害
は
少
な
い
が
、
寒
冷
な
時
期
に
は
長
雨
や
冷
害
な
ど
で
飢
饉
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

大
村
藩
の『
九
葉
実
録
』の
中
に
気
象
災
害
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
更
に
長
崎
海
洋
気
象
台

（
一
九
五
二
）『
長
崎
県
気
象
災
害
誌
』、w

eb

上
の
日
本
災
害
史
な
ど
か
ら
過
去
の
気
象
災
害

を
拾
い
上
げ
た
。
最
も
古
い
記
録
は
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）の
大
風
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら

か
ら
気
象
現
象
を
分
類
し
、
項
目
ご
と
に
表
に
し
た（
表
２
―
１
・
表
２
―
２
）。

高
潮
、
台
風
、
大
風
を
赤
色
で
示
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
台
風
と
考
え
ら
れ
る
が
、

中
に
は
季
節
風
の
吹
き
出
し
や
、
温
帯
低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
も
の
も
混
在
し
て
い
る
。

害
虫
で
あ
る
イ
ナ
ゴ
や
ウ
ン
カ
の
大
発
生
の
例
は
、
享
保
の
大
飢
饉
の
と
き
に
見
ら
れ
、
二
ヵ

月
の
長
雨
や
冷
夏
の
後
、
イ
ナ
ゴ
や
ウ
ン
カ
が
大
発
生
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

干
ば
つ
は
、
夏
季
で
あ
れ
ば
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
強
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

大
雨
は
低
気
圧
の
通
過
、
梅
雨
末
期
の
豪
雨
、
台
風
に
伴
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

冷
害
は
特
に
東
北
地
方
で
顕
著
で
、
北
東
風
の
「
や
ま
せ
」
が
吹
く
と
き
は
気
温
が
上
が
ら

ず
、
稲
作
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。
夏
季
の
北
東
風
は
梅
雨
時
期
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧

か
ら
吹
き
出
す
冷
気
で
あ
る
。
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
弱
く
、
梅
雨
前
線
が
日
本
列
島
南

岸
に
停
滞
す
る
と
長
雨
、
冷
害
と
な
る
。

一
第
三
節
　
気
象
災
害

図２‐23　屋久杉の酸素同位体18Oの経年変化が16Oに対する存在比
から推定された過去2000年間の気温変化を示す（Kitagawa
　ほか 1995による）
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冷
夏
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一
つ
に
火
山
噴
火
が
あ
る
。
火
口
か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
や
硫
酸
微
粒
子
は
大
気
中
に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
し
て
浮
遊

し
、
太
陽
光
線
を
弱
め
る
。
天
明
の
大
飢
饉
の
直
前
に
は
、
岩
手
山
、
浅
間
山
、
ラ
キ
火
山（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）が
大
噴
火
し
た
。
平
成
五
年（
一

九
九
三
）の
冷
害
の
前
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
が
噴
火
し
た
。
こ
の
時
は
日
本
中
で
米
が
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
、
タ
イ
国
か
ら
米

を
輸
入
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

表２‐１　776年～ 1800年の気象災害　（800～ 1500年は記録が少ない）
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表
の
温
暖
・
寒
冷
の
色
の
塗
り
分
け
は
、
主
に
屋
久
杉
酸
素
同
位
体
比
の
研
究
、
太
陽
黒
点
の
観
測
、
氷
床
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
過
去
一
二
〇
〇
年
間
の
温
度
変
化
を
参
考
に
し
た
。
黄
色
が
温
暖
期
、
青
色
が
寒
冷
期
。
ま
た
各
項
目
の
寒
冷
を
示
す
も
の
は
青
色

で
示
し
た
。

こ
の
表
か
ら
は
、
世
界
的
に
寒
冷
な
時
期
に
は
、
日
本
で
も
冷
害
な
ど
が
多
発
し
、
飢
饉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
九
州
や
大
村
で
記

録
さ
れ
た
気
象
災
害
も
実
は
地
球
規
模
の
流
れ
の
中
で
の
現
象
な
の
で
あ
る
。
気
象
災
害
の
中
で
も
昭
和
三
十
二
年
に
起
き
た
諫
早
豪
雨
は

表２‐２　1800年～ 2010年までの気象災害
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記
録
が
詳
し
く
残
っ
て
い
る
の
で
、
次
に
述
べ
る
。

　
　
諫
早
豪
雨
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）七
月
二
十
五
～
二
十
六
日

諫
早
水
害
当
時
、
す
で
に
農
林
省
熊
本
農
地
事
務
局
が
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
た
め
に
諫
早
湾
周
辺
の
約
五
〇
地
点
に
雨
量
観
測
所
を
設
け

て
い
た
。
こ
の
中
に
大
村
市
の
観
測
所
も
あ
っ
た
。
萱
瀬
小
学
校
、
大
村
市
役
所
、
大
村
気
象
通
報
所
、
黒
木
営
林
署
、
大
多
武
分
校
、
赤
水
、

木
場
、
金
泉
寺
、
大
村
警
察
署
、
中
島
、
片
木
、
五
家
原
岳
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
観
測
所
、
大
村
園
芸
高
校
（
現
・
大
村
城
南
高
校
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
測
点
の
網
の
真
ん
中
に
諫
早
豪
雨
が
入
り
、一
時
間
ご
と
の
詳
細
な
雨
量
分
布
図
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る（
諫
早
市
教
育
委
員
会（
一

九
六
三
）『
諫
早
水
害
誌
』）。
諫
早
水
害
の
経
緯
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

■
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
五
日

二
十
五
日
の
十
二
時
過
ぎ
か
ら
二
十
六
日
の
午
前
三
時
ま
で
に
最
も
激
し
い
雨
が
降
っ
た
。

十
四
時　

大
雨
警
報
が
長
崎
海
洋
気
象
台
か
ら
発
令
さ
れ
た

二
十
時　

有
明
海
が
満
潮

二	

十
時
三
十
分　

大
雨
警
報
第
二
報
、
大
村
雨
量
観
測
所
（
大
村
空
港
気
象
通
報
所
）、
五
家
原
岳
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
計
、
大
村
の
雨
量
報

告
か
ら
判
断
し
て
発
表
す
る
。
ラ
ジ
オ
で
知
ら
せ
る
が
雷
が
激
し
く
、
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い
た
家
庭
が
多
か
っ
た
。

大
村
：
二
十
五
日
十
二
時
～
二
十
六
日
〇
時
ま
で
が
強
雨
、
二
十
五
日
九
時
～
二
十
六
日
九
時
に
七
三
二
・
〇
㍉
㍍

諫
早
：
二
十
五
日　

九
時
～
二
十
六
日
九
時
に
五
八
七
・
〇
㍉
㍍

西
郷
中
学
校（
雲
仙
市
瑞
穂
町
）：
二
十
五
日
九
時
～
二
十
六
日
九
時
に
一
一
〇
九
・
二
㍉
㍍

大
村
気
象
通
報
所
：
二
十
五
日
二
十
一
時
五
十
分
～
二
十
二
時
五
十
分
の
一
時
間
に
一
四
〇
㍉
㍍

当
時
の
長
崎
県
付
近
の
上
空
五
〇
〇
〇
㍍
で
は
北
西
の
風
二
五
ノ
ッ
ト
（
寒
冷
で
重
い
空
気
）、
下
層
一
五
〇
〇
㍍
で
は
南
西
の
風
三
〇
ノ
ッ
ト

（
高
温
湿
潤
で
軽
い
空
気
）

二
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こ
れ
は
下
層
に
南
西
か
ら
の
湿
っ
た
暖
気
流
、
上
層
に
冷
た
い
北
西
か
ら
の
寒
気
流
が
入
っ
て
お
り
、
下
層
の
暖
か
く
軽
い
空
気
の
上
に
、

上
空
の
冷
た
く
重
い
空
気
が
の
る
と
い
う
、
典
型
的
に
不
安
定
な
大
気
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

	　

大
雨
の
原
因
と
な
っ
た
雷
雲
は
、
大
村
付
近
で
発
生
し
て
時
速
三
五
㌔
㍍
で
南
西
に
移
動
し
た
。
雷
雲
の
移
動
を
決
め
た
の
は
五
〇
〇

〇
㍍
以
上
の
高
層
気
流
で
あ
る
。
二
十
一
時
～
二
十
三
時
ま
で
の
間
に
五
つ
の
雷
雲
が
大
村
か
ら
諫
早
に
向
か
っ
て
通
過
し
た
。

　
　

二
十
二
時
十
五
分
頃
諫
早
市
本
明
川
で
は
水
位
が
十
分
間
で
一
五
〇
㌢
㍍
も
上
昇
し
た
。

　

	　

県
内
死
者
行
方
不
明
者
八
一
五
名
（
諫
早
五

三
九
名
、
小
長
井
一
名
、
高
来
七
名
、
森
山
五

三
名
）で
、
大
村
で
は
浸
水
二
㍍
、
死
者
一
九
名

で
あ
っ
た
。
以
下
に
大
村
、
諫
早
、
高
来
の
被

害
状
況
を
示
す
。

「
諫
早
水
害
」と
名
前
が
付
く
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
死
者
、
行
方
不
明
者
は
諫
早
市
が
断

然
多
い
。
し
か
し
床
上
浸
水
や
床
下
浸
水
の
家
屋

数
は
大
村
市
で
一
万
〇
三
三
六
棟
に
及
び
、
諫
早

市
の
三
四
〇
九
を
凌
ぐ（
表
２
―
３
）。

図
２
―
24
は
二
十
五
日
九
時
～
二
十
六
日
九
時
の

二
十
四
時
間
の
雨
量
の
分
布
で
あ
る
。
七
〇
〇
㍉

㍍
以
上
の
領
域（
緑
色
）が
大
村
市
か
ら
東
南
東
に

伸
び
諫
早
市
、
愛
野
、
島
原
市
に
達
し
て
い
る
。

愛
野
～
瑞
穂
町
に
か
け
て
は
一
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超

表２‐３　大村、諫早、高来の被害状況
大村 諫早 高来

死者、行方不明 19　　 539　　 37　　

重傷 ７　　 67　　 ８　　

家屋全壊、流出 56　　 727　　 59　　

家屋半壊 74　　 575　　 51　　

家屋一部損壊 502　　 919　　 －

床上浸水 1807　　 2734　　 346　　

床下浸水 8529　　 675　　 401　　

非住家全壊 68　　 176　　 94　　

非住家半壊 25　　 320　　 －

公共建物全壊（県市私） ５　　 15　　 －

水田流出・埋没・崩壊 260町歩 420町歩 261町歩

畑流出・埋没・崩壊 20町歩 385町歩 66町歩

田畑冠水 1600町歩 2140町歩 245町歩

農道 30km（30カ所） 3.5km（30カ所） －

農業施設（水路） 20km（208カ所） 25km（125カ所） －

山林崩壊 121カ所 150カ所（25町歩） －

道路（県、市） 156カ所 80カ所 131カ所

橋梁（県、市） 71カ所 44カ所 74カ所

河川 20カ所 147カ所 38カ所

水道 上水13、簡易７

鉄道 １カ所
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す
激
し
い
雨
で
あ
っ
た
。
特
に
西
郷
中
学
校
（
現
在
は
雲
仙
市
瑞

穂
町
西
郷
小
学
校
前
の
円
福
寺
保
育
園
）で
は
日
雨
量
一
一
〇
九
・

二
㍉
㍍
と
当
時
の
日
本
記
録
と
な
っ
た
。
雨
量
は
諫
早
、
大
村
市

よ
り
も
島
原
半
島
で
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

大
村
で
は
平
野
部
の
七
〇
〇
㍉
㍍
を
中
心
に
、
多
良
岳
方
向
に

四
〇
〇
㍉
㍍
ま
で
の
領
域
が
か
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
郡
川
の
下
流

に
広
が
る
大
村
の
扇
状
地
に
水
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。

諫
早
で
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
は（
１
）
本
明
川
の
流
域
に

沿
っ
て
雨
域
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、（
２
）
本
明
川
の
下
流
域
が
干

拓
地
で
水
は
け
が
悪
い
こ
と
、（
３
）
最
も
雨
の
激
し
か
っ
た
夜
八
時

に
満
潮
が
重
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
被
害
を
大
き
く
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

図
２
―
25
は
大
村
市
と
諫
早
市
付
近
の
水
害
に
よ
る
冠
水
地
域
を

示
し
て
い
る
。
諫
早
市
の
多
良
岳
付
近
の
河
川
の
小
さ
な
毛け

ば羽
状

の
ひ
だ
は
斜
面
崩
壊
の
跡
で
あ
る
。
大
村
市
の
領
域
で
は
、
河
川
の

み
示
し
斜
面
崩
壊
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

大
村
市
の
冠
水
域
は
郡
川
の
流
域
と
大
村
扇
状
地
の
全
域
で
あ
る
。
も
と
も
と
扇
状
地
は
郡
川
が
流
路
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
発
達
し
た
地

形
な
の
で
、
古
い
流
路
が
大
村
市
内
の
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
辿
る
よ
う
に
水
は
広
が
っ
た
。
次
に
鈴
田
川
流
域
に
冠
水
地
域
が
広
が
っ

て
い
る
。
ま
た
大
村
市
南
端
の
今
村
か
ら
溝
陸
の
平
野
部
も
冠
水
し
て
い
る
。

諫
早
水
害
の
冠
水
地
域
の
分
布
か
ら
、
現
在
の
大
村
市
街
地
の
全
域
が
今
後
水
害
の
際
に
冠
水
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
防
災
資
料

図２‐24　諫早水害の1957年７月25日９：00～ 26日９：00までの24時間雨量



113自然編 第二章 気象

図２‐25　大村市、諫早市の冠水地域　諫早平野の海岸線は当時の干拓地までを復元している。
� （「大村市災害特報」『諫早水害誌』）

と
し
て
重
要
で
あ
る
。

諫
早
市
の
冠
水
地
域
は

本
明
川
流
域
と
下
流
部
の

干
拓
地
の
全
域
で
あ
る
。

大
村
と
諫
早
の
死
者
の
数

の
違
い
を
分
け
た
の
は
、

大
村
が
緩
や
か
に
傾
斜
す

る
大
村
扇
状
地
の
上
に
立

地
し
て
い
る
の
に
対
し
、

諫
早
市
は
平
低
な
干
拓
地

の
上
に
立
地
し
て
い
た
こ

と
が
浸
水
の
深
さ
の
差
に

な
っ
て
表
れ
た
。
現
在
の

諫
早
市
役
所
付
近
ま
で
が

干
拓
で
作
ら
れ
た
土
地
で

あ
る
。
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最
近
一
〇
〇
年
間
の
気
候
変
動

世
界
の
地
上
気
温
は
過
去
一
〇
〇
年
間
に
約
〇
・
七
四
度
上
昇
し
た
。
日
本
の
気
温
は
過
去
一
〇
〇
年
間
に
一
・
〇
七
度
上
昇
し
て
い
る
。

二
十
世
紀
後
半
以
降
に
見
ら
れ
る
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
人
間
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

大
気
中
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
地
球
の
表
面
か
ら
地
球
の
外
に
向
か
う
熱
を
大
気
に
蓄
積
し
、
再
び
地
球

の
表
面
に
戻
す
性
質
（
温
室
効
果
）
が
あ
る
。
十
八
世
紀
半
ば
の
産
業
革
命
以
降
、
人
間
活
動
に
よ
る
化
石
燃
料
の
使
用
や
森
林
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
は
急
激
に
増
加
し
た
。

■
１
．
世
界
の
平
均
気
温
の
経
年
変
化

世
界
の
気
温
は
一
九
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
で
平
均
し
て
〇
・
七
四
度
上
昇
し

て
い
る
。
こ
の
気
温
上
昇
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
続
い
て
い
る
。
図
２
―
26
の
青
棒
グ
ラ
フ
は
一
九
八
一
～
二

〇
一
〇
年
の
三
〇
年
平
均
値
を
基
準
に
、
各
年
の
平
均
気
温
の
較
差
を
、
青
太
線
は
五
年
間
の
平
均
値

の
推
移
、
赤
線
は
長
期
的
な
傾
向
を
表
し
て
い
る
。

化
石
燃
料
は
、
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
で
、
太
古
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
植
物
や
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
に
蓄
え
ら
れ
、
石
炭
や
石
油
に
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

太
陽
の
中
心
部
で
、
水
素
→
ヘ
リ
ウ
ム
の
核
融
合
に
よ
り
発
生
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
陽
光
線
と
し
て
地

球
に
届
く
。
地
上
の
植
物
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
光
合
成
を
行
い
、
二
酸
化
炭
素
と
水
か
ら
セ
ル

ロ
ー
ス
な
ど
の
植
物
体
を
つ
く
る
。
こ
の
と
き
植
物
体
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
植
物

が
地
中
に
埋
も
れ
て
炭
化
し
た
も
の
が
石
炭
で
あ
る
。
ま
た
水
中
に
は
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
そ
れ
を

餌
と
す
る
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
に
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
骸
が
海
底
に
た
ま
り
、
地
層
中
で

一
第
四
節
　
近
年
の
気
候
変
動（
地
球
温
暖
化
）

図２‐26　世界の平均気温の経年変化図（気象庁2009　異常気象
レポートより）
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化
学
変
化
し
て
で
き
る
の
が
石
油
で
あ
る
。
こ
れ
ら
石
炭
や
石
油
か
ら
分
離
し
た
ガ
ス
が
天
然
ガ
ス
に
な
る
。
日
本
に
お
け
る
石
炭
は
、
約
五
〇

〇
〇
万
年
前
～
二
〇
〇
〇
万
年
前
に
内
湾
に
た
ま
っ
た
植
物
が
炭
化
し
て
で
き
て
い
る
。
ま
た
中
東
の
石
油
は
約
一
～
二
億
年
前
に
テ
チ
ス
海

で
大
量
発
生
し
た
微
生
物
な
ど
が
石
油
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

過
去
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
中
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
化
石
燃
料
を
現
在
私
た
ち
は
利
用
し
て
い
る
。
太
古
の
地
球
に
は
二
酸
化
炭
素
が
充
満

し
て
い
た
。
そ
の
後
二
〇
億
年
か
け
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
サ
ン
ゴ
、
植
物
な
ど
の
生
物
は
、
二
酸
化
炭
素
を
石
炭
、
石
油
、
石
灰
岩
の
形
で
地
中
に

閉
じ
込
め
、
現
在
の
地
球
の
大
気
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
産
業
革
命
以
来
、
人
間
は
こ
の
地
中
に
押
し
込
め
ら
れ
た
炭
素
を
取
り
出
し
て
二
酸
化
炭
素
に
か
え
、
大
気
中
に
放
出
し
始
め
た
。

つ
ま
り
人
間
は
地
球
を
太
古
の
原
始
地
球
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
２
．
日
本
の
地
上
気
温
の
経
年
変
化

図
２
―
27
は
最
近
一
〇
〇
年
間
の
気
温
変
動
の
様
子
で

あ
る
。
一
九
七
一
～
二
〇
〇
〇
年
の
平
均
気
温
を
〇
・

〇
と
し
て
そ
れ
よ
り
各
年
の
平
均
気
温
が
ど
れ
だ
け
離

れ
て
い
る
か
を
、
青
棒
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
る
。
一
八
九

八
～
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
に
お
け
る
気
温

の
上
昇
は
一
・
〇
六　

〇
・
二
五
と
さ
れ
て
い
る
。

■
３
．
最
近
一
三
〇
年
間
の
長
崎
の
気
候
変
動

一
八
八
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
長
崎
の
気
象

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
た（
図
２
―
28
）。
こ
れ
は
日
本
で
も

古
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
赤
色
の
近
似
曲
線
は
四
次
関
数

近
似
を
行
っ
た
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
明
治
二
十
三

±

図２‐27　日本の平均気温の経年変化図（気象庁　異常気象レポー
ト2005より）

図２‐28　長崎の平均気温の変動　1910 ～ 1920が最も
低く、それ以後上昇を続けているが、近年その上
昇は鈍化している。（気象庁過去の気象データより作図）
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年（
一
八
八
〇
）
～
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）ま
で
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
大
正
四
年（
一
九
一
五
）頃
に
最
低
に
な
り
そ
の
後
は
上
昇
し
、

二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
は
そ
の
上
昇
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
二
十
年（
一
八
七
七
）か
ら
昭
和
十
年（
一
九
三
五
）

の
東
北
地
方
の
冷
害
と
気
温
低
下
が
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
気
温
上
昇
は
一
九
七
〇
～
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
は
顕
著
だ
が
、
現
在
は
そ
の
最

高
点
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
図
２
―
27
は
一
九
〇
〇
年
以
降
の
デ
ー
タ
な
の
で
上
昇
傾
向
の
部
分
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
。

　
　
過
去
一
〇
〇
〇
年
の
気
候
変
動

図
２
―
29
か
ら
、
日
本
で
は
平
安
時
代（
七
九

四
～
）、
鎌
倉
時
代
（
一
一
九
二
～
）
ま
で
は

温
暖
な
気
候
が
続
い
た
。
室
町
時
代
（
一
三

三
八
～
）の
半
ば
頃
か
ら
寒
冷
化
が
始
ま
り

一
四
七
〇
年
頃
と
一
六
五
〇
年
頃
に
寒
冷
の

ピ
ー
ク
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
一
四
〇
〇
～

一
九
〇
〇
年
が
寒
冷
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
期
間
を
小
氷
期
と
呼
び
、
世
界
的
に
寒

冷
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
　
過
去
二
万
年
の
気
候
変
動

図
２
―
30
は
過
去
二
万
年
前
ま
で
の
気
候
変

一二
第
五
節
　
歴
史
時
代
か
ら
地
質
時
代
の
気
候
変
動

図２‐29　過去1000年の気温の変動
　　　　　（新野宏他『新版地学教育講座15　気象と生活』より）

図２‐30　過去２万年の気候変動
　　　　　（新野宏他『新版地学教育講座15　気象と生活』より）
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動
を
表
し
て
い
る
。
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
は
最
終
氷
期
最
盛
期
で
海
面
は
現

在
よ
り
約
一
二
〇
㍍
程
低
下
し
た
。
当
時
の
大
村
湾
に
海
水
は
無
く
、
盆
地

に
な
っ
て
い
た
。
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
こ
ろ
か
ら
急
速
に
気
温
は
上
昇
し
、
約

六
〇
〇
〇
年
前
に
は
温
暖
化
の
ピ
ー
ク
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
気
温
は
現
在
ま

で
低
下
傾
向
に
あ
る
。

　
　
過
去
一
三
万
年
の
気
候
変
動

図
２
―
31
は
過
去
一
三
万
年
間
の
海
面
変
動
を
表
し
て
い
る
。
温
暖
期
は
大

陸
氷
床
が
融
け
て
海
水
と
な
っ
て
海
面
は
上
昇
し
、
寒
冷
期
に
は
海
水
が
陸

上
の
氷
雪
と
な
っ
て
海
面
は
低
下
す
る
。
約
一
三
万
年
前
は
温
暖
で
海
面
が

現
在
よ
り
一
〇
㍍
近
く
高
か
っ
た
。
そ
の
後
気
温
は
一
〇
万
年
か
け
て
ゆ
っ

く
り
低
下
し
て
、
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
氷
期
に
は
海
面
は
マ
イ
ナ
ス
一
二
〇

㍍
ま
で
低
下
す
る
。
そ
の
後
急
速
に
気
温
は
上
昇
し
六
〇
〇
〇
年
前
の
ピ
ー

ク
に
至
る
。
一
三
万
年
前
の
高
い
海
面
の
時
代
に
で
き
た
地
形
が
段
丘
で
あ
る
。

　
　
過
去
七
〇
万
年
の
気
候
変
動

図
２
―
32
は
過
去
七
〇
万
年
間
の
気
候
変
動
を
表
し
て
い
る
。
十
数
万
年
に

一
回
氷
期
が
襲
っ
て
く
る
。
氷
期
の
後
は
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
、
そ
の
後
約

一
〇
万
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
気
温
が
低
下
し
、
ま
た
次
の
氷
期
に
つ
な
が
る
。
こ
の
傾
向
を
参
考
に
す
る
と
、
六
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
海
進
の

時
が
気
温
の
ピ
ー
ク
で
、現
在
は
次
の
氷
期
に
向
か
っ
て
気
温
低
下
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
気
温
低
下
は
直
線
的
で
は
な
く
、上
昇
・

三四

図２‐31　過去13万年間の気候変動
　　　　　（日本第四紀学会（1987）ⒸJAQA）
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下
降
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
氷
期
に
向
か
う
。

　
　
過
去
七
〇
〇
〇
万
年
の
気
候
変
動

図
２
―
33
は
過
去
七
〇
〇
〇
万
年
間
の
気
候
変
動
で
あ
る
。
六
五
〇
〇
～
三
五
〇
〇
万
年
前
（
新

生
代
の
前
半
）
は
か
な
り
高
温
で
南
極
に
も
氷
床
は
存
在
せ
ず
、
温
暖
化
の
た
め
に
海
面
が
高
か
っ

た
。
長
崎
県
周
辺
で
も
諫
早
層
群
、
矢
上
層
群
、
長
与
層
群
、
西
彼
杵
層
群
な
ど
の
海
成
の
地
層

が
堆
積
し
た
。
地
層
に
は
植
物
が
埋
も
れ
石
炭
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
大
村
市
の
与
崎
か
ら

鈴
田
峠
に
か
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
五
〇
〇
万
年
前
か
ら
気
候
は
寒
冷
化
し
、
南
極
に
も
氷
床
が
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

最
近
二
六
〇
万
年
（
第
四
紀
）
は
氷
期
が
繰
り
返
し
起
こ
る
な
ど
新
生
代
の
中
で
も
寒
冷
な
時
代
で

あ
る
。
こ
の
た
め
一
五
〇
〇
万
年
以

降
大
村
周
辺
の
陸
域
で
は
海
成
堆
積

物
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
気
候
変
動

１
．こ
れ
か
ら
数
万
年
の
傾
向

現
在
は
最
終
氷
期
直
後
の
高
温
期

が
終
わ
り
、
緩
や
か
に
気
温
が
低
下

す
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

今
後
一
〇
万
年
程
度
は
次
の
氷
期
に

五六

図２‐32　過去70万年間の気候変動　酸素同位体ステージ番号：重さの違う酸素原子の比（同位体比）を利
用して過去の気温を推定することができる。１万年前以降の温暖期をステージ１、最終氷期の最寒
冷期をステージ２のように新しいほうから順に番号を付けている。（日本第四紀学会（１９８７）ⒸJAQA）

図2‐33　�過去7000万年間の気候変動（日経サイエン
ス『気候変動　21世紀の地球とその後』より）
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向
か
っ
て
気
温
は
低
下
す
る
。

２
．
一
四
〇
〇
～
一
九
〇
〇
年
の
小
氷
期
の
後
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
最
近
一
〇
〇
年
は

気
温
が
上
昇
し
て
い
る
。

３
．
太
陽
活
動
は
お
よ
そ
一
〇
〇
年
周
期
で
強
弱
を
繰
り
返
す
。
太
陽
活
動
と
関
連
し
て
い

る
太
陽
黒
点
の
数
が
減
る
と
、
寒
冷
化
す
る
。
一
六
〇
〇
～
一
七
〇
〇
、一
八
〇
〇
、一
九

〇
〇
年
頃
の
寒
冷
期
は
太
陽
活
動
が
低
調
で
あ
っ
た
時
期
と
一
致
し
て
い
る（
図
２
―
34
）。
最

近
三
〇
年
は
太
陽
活
動
が
低
調
に
な
り
つつ
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
太
陽
活
動
は
十
一
年
周
期
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
こ
の
周
期
が
や
や
伸

び
て
い
る
。
周
期
が
伸
び
る
と
太
陽
活
動
が
低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
西
暦
二
〇

〇
〇
年
を
過
ぎ
た
今
、
地
球
は
一
〇
〇
年
周
期
の
寒
冷
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

４
．
人
間
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
り
、
温
暖
化
に
向
か
っ
て
い
る
。

地
球
は
温
暖
化
し
て
い
る
の
か
、
寒
冷
化
し
て
い
る
の
か
、
微
妙
な
時
期
に
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
数
年
間
は
温
暖
化
だ
け
で
な
く
、
寒
冷
化

の
監
視
も
必
要
で
あ
る
。

	

（
寺
井
邦
久
） 図2‐３４　400年の太陽活動（Hoyt,�and�Schatten（1998）に加筆）


